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1．実施計画変更認可申請済（審査中）案件及び申請予定案件の
申請/認可スケジュールについて
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実施計画変更認可申請済（審査中）案件（以下、申請中案件という）及び申請予
定案件の申請/認可スケジュールは、1Fの中期的リスクの低減目標マップや中長
期ロードマップ、廃炉中長期実行プランの目標工程を達成するために、必要な時
期に順次、実施計画変更認可申請している。

申請中案件数及び申請予定案件数、申請/認可スケジュールは、以下の通り。

現在、申請中案件 ：１０件（認可希望スケジュール（P2））

今後、申請予定案件：１０件（申請予定/認可希望スケジュール（P3））



2．申請中案件の認可希望スケジュール
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※１：コンクリートセルの貫通部における耐震性に関する指摘への回答に時間を要するため、認可希望時期については、別途ご相談させて頂く。
※２：耐震評価に係る設計方針の見直しに時間を要するため、認可希望時期については、別途ご相談させて頂く。
※３：揚重設備を先行で認可取得できる様、現在の申請内容から使用済吸着塔架台に関する記載を削除する補正を今後実施予定。使用済吸着塔架台の申請は、準備が纏まり次第申請を行う。
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3．申請予定案件の申請予定／認可希望スケジュール

※１ ２件は、申請中の「１～４号機出入管理所周辺の建物整備に伴う管理対象区域の変更他」の補正申請にあわせて申請予定。
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N
o 項目 主な課題 説明概要 回答時期

①
運用
廃棄物管理
臨界安全

第２棟における分析試料の受け入れから
搬送への具体的な一連の流れ、それぞれ
のケースにおける臨界管理について説明
すること。また、廃棄物の種類や発生量
について明確化し保管先について明確化
すること。また、廃液の固化方法や固化
後の性状について説明すること。

第2棟内の燃料デブリ、標準試料、発生する廃棄物を扱
う流れを明確にし、臨界安全について説明する。また、
固体状の廃棄物については、第２棟からの払い出し先
と保管容量が確保できていることを説明。
また、セル内で発生した液体廃棄物の固化方法や固化
後の性状（安定性）について説明する。

７月上旬
面談で説明

②
安全機能
（耐震性）

上位クラスへの波及的影響について説明
すること。Sクラス設備とする設備の貫通
部について明確化し、バウンダリとなる
設備の耐震性について説明すること。

鉄セル（B+クラス）が破損した際のコンクリートセル
への影響について説明する。
また、コンクリートセルの貫通部（輸送容器の接続箇
所など）の耐震性を説明予定。

（鉄セル）
6月19日 技術会合

（その他）
調整中

③
設備設計
（故障）

使用規則第27条（非常用電源）の適用に
ついて説明すること。

非常用電源をCクラスで設置予定。負荷の耐震性はすべ
てCクラスとすることを説明。

6月19日 技術会合

④
設備設計
(外部事象)

第２棟における外因事象に対する設備故
障への防護の方法について説明すること。
（外部ハザード対策）

火災や竜巻等外部現象への対応について説明する。 6月下旬
面談で説明

第9回 1F技術会合（4月25日）での ご指摘を踏まえ、「放射性物質分析・研究施設第2棟」の
審査における主要な課題と、その回答時期を以下に示す。

４．放射性物質分析・研究施設第2棟の主な課題に対する回答時期


